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1) 担当教員の専門分野（研究領域）・現在の研究テーマ 

企業の開示する情報に対する株式市場の反応を実証的に分析している．近年，わが国においても世界的に見

ても，バリュー・ドライバーやステークホルダー観の変化を受けて開示情報の範囲が拡大しており，ESG情報をは

じめとする，これまで非財務情報と呼ばれていた情報の制度開示も急速に広がっている．そこで，開示情報のあ

るべき姿を明らかにするため，効率的市場が成立している，すなわち株式時価総額が株主にとっての企業価値

を適切に反映していることを前提とし，開示情報と企業価値との関連性（価値関連性）を観察することで，意思決

定有用性を確認する研究を進めている． 

 

2) 指導方針 

修士課程修了後に博士後期課程へ進学し，研究者になることを志す学生に対しては，今後中長期的に必要と

なる研究能力の素養を身に付けるため，経済学，統計学，ファイナンスといった，会計情報や企業価値評価と密

接に関連する周辺領域の素養を身に付けるとともに，視野の広い研究が可能となる問題意識を持った人材育成

を目指す．その上で，その問題意識の中の一部分の解決につながるような修士論文が執筆できるよう指導す

る． 

また，研究者以外の進路を志す学生に対しては，修士課程の期間内に解決可能な研究テーマを設定し，その

解決のために必要な素養を身に付け，いかなる進路を選択しようとも社会にとって有用となる人材の育成を目指

す．研究者を志す学生と比べ，研究テーマとしては小粒になる可能性もあるが，物事の深層を探索し，新たな知

見を得るための方法論を学習することで，情報を収集し，それを的確に処理して判断できる，グローバル・リーダ

ーとして相応しい人材を育成できるよう指導する． 

 

3) 学生に対する要望・その他 

大学院における学習は，単なる知識・技術の習得にとどまらず，解のない問いに対し，持っている知識や経験

に基づいた合理的な意思決定ができるための能力を育成することに主眼がおかれている．知的好奇心，問題へ

の解決策をひねり出そうとする粘り強さ，さらに新しいことに挑戦する貪欲さを有している学生の入学を希望する．

統計的知識やデータ処理のためのスキルが入学時点において卓越している必要はないが，足らない部分を自

覚する謙虚さと，それを補おうとする積極性は必要である． 

 


